
統一編隊飛行

中
部
方
面
総
監
（
野
澤
陸
将
）
は
、

１
月
９
日
（
木
）
中
部
方
面
航
空
隊

統
一
編
隊
飛
行
訓
練
に
併
せ
て
大
阪

府
上
空
か
ら
年
頭
の
辞
を
述
べ
た
。

２０２０年１月３１日発刊号 中部方面隊広報紙 第１２６号（１）

方
面
総
監
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頭
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方
面
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監
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率
方
針

任
務
完
遂

陸
上
自
衛
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機上より年頭の辞を述べる野澤総監

令
和
２
年
は
、
方
面
隊
と
し
て

創
隊
60
周
年
と
い
う
節
目
を
迎
え

る
訳
で
あ
る
。
方
面
隊
は
、
日
米

共
同
訓
練
や
、
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
競
技
支
援
に
加
え
て
、
い
つ
起

こ
る
か
わ
か
ら
な
い
災
害
等
へ
的

確
に
対
応
す
る
た
め
、
引
き
続
き
、

強
靭
な
部
隊
の
育
成
に
努
め
て
い

か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

こ
の
際
、
各
級
指
揮
官
等
は
、

訓
練
や
業
務
を
行
う
上
で
、
目
的

の
明
確
化
・
具
体
化
に
着
意
す
る

と
と
も
に
、
各
種
事
案
等
に
際
し

て
も
、
よ
り
具
体
的
な
再
発
防
止

策
を
一
隊
員
に
至
る
ま
で
徹
底
し
、

事
故
の
絶
無
に
努
め
て
も
ら
い
た

い
。ま

た
、
募
集
に
つ
い
て
は
、
一

層
厳
し
さ
を
増
す
状
況
の
中
、
地

方
協
力
本
部
と
各
部
隊
が
密
接
に

連
携
し
て
、
共
に
隊
員
の
確
保
に

向
け
て
力
を
合
わ
せ
て
も
ら
い
た

い
。

湯浅陸上幕僚長
初 度 視 察

中
部
方
面
隊
（
総
監

野
澤
陸
将
）
は
、
１
月
15

日
（
水
）
伊
丹
駐
屯
地
に

お
い
て
、
陸
上
幕
僚
長

（
湯
浅
陸
将
）
の
初
度
視

察
を
受
察
し
た
。

湯
浅
陸
幕
長
は
、
ま
ず

第
36
普
通
科
連
隊
（
連
隊

長

伊
藤
１
佐
）
に
よ
り

編
成
さ
れ
た
儀
じ
ょ
う
隊

の
出
迎
え
を
受
け
た
。

引
き
続
き
、
総
監
部
庁

舎
に
お
い
て
、
幹
部
挨
拶

及
び
野
澤
総
監
に
よ
る
中

部
方
面
隊
の
状
況
報
告
を

受
け
た
後
、
部
隊
等
を
巡

視
し
た
。

湯
浅
陸
幕
長
は
、
限
ら

れ
た
時
間
の
中
、
部
隊
等

の
現
況
を
把
握
さ
れ
る
と

と
も
に
、
一
人
一
人
の
隊

員
を
激
励
さ
れ
、
視
察
を

終
了
し
た
。

巡 閲

中部方面情報隊巡視

年
頭
の
辞
（
要
旨
）

統
一
編
隊
飛
行
訓
練
は
、
中
部
方

面
航
空
隊
（
隊
長

藤
田
１
佐
）
が

編
隊
飛
行
の
練
度
向
上
、
航
空
隊
の

団
結
強
化
、
士
気
及
び
安
全
意
識
の

高
揚
を
目
的
と
し
て
毎
年
実
施
し
て

い
る
。

本
年
は
、
隊
長
以
下
隊
員
約
５
５

０
名
、
航
空
機
13
機
（
Ｕ
Ｈ×

７
機
、

Ａ
Ｈ×

４
機
、
Ｃ
Ｈ×
２
機
）
が
参

加
し
た
。

中
部
方
面
航
空
隊
統
一
編
隊
飛
行
訓
練
に
併
せ
て
実
施

中部方面音楽隊巡視 懇 談

八尾駐屯地上空を通過する編隊を見送る方面航空隊の隊員

伊
丹
駐
屯
地



（２）

中
部
方
面
隊
の
各
部
隊
は
、

新
年
を
迎
え
、
令
和
２
年
の
年

頭
に
団
結
の
強
化
と
士
気
の
高

揚
、
併
せ
て
今
年
１
年
の
安
全

祈
願
を
込
め
て
、
そ
れ
ぞ
れ
訓

練
始
め
を
実
施
し
た
。

訓
練
始
め
は
、
方
面
隊
内
各

地
に
お
い
て
、
各
部
隊
が
そ
れ

ぞ
れ
趣
向
を
凝
ら
し
た
も
の
で

行
わ
れ
た
。

令和の新春に各部隊が始動

第１０特科連隊（斉射）

第１７普通科連隊（駆け足）

中
部
方
面
隊
（
総
監

野
澤
陸
将
）
は
、
中
部

方
面
混
成
団
、
自
衛
隊

阪
神
病
院
、
自
衛
隊
滋

賀
・
兵
庫
地
方
協
力
本

部
、
大
津
駐
屯
地
業
務

隊
に
対
し
、
総
監
初
度

視
察
を
実
施
し
た
。

総
監
は
、
状
況
報
告
、

隊
内
巡
視
及
び
隊
員
と

の
懇
談
に
よ
り
、
現
状

を
把
握
で
き
た
。

第１０施設大隊（百人一首）

各
部
隊

訓
練
始
め第３６普通科連隊（大阪城内堀清掃）

月 日 視察部隊等 場 所

１２月１７日（火） 自衛隊阪神病院（川西） 院 長 越智 将補 兵庫県川西市

１月１７日（金） 自衛隊兵庫地方協力本部 本部長 生田目１佐 兵庫県神戸市

１月２１日（火）

中部方面混成団 団 長 芝 １佐

滋賀県大津市大津駐屯地業務隊 隊 長 西田 ２佐

自衛隊滋賀地方協力本部 本部長 河野 １佐

総
監
初
度
視
察

自衛隊滋賀地方協力本部（懇談）

自衛隊兵庫地方協力本部（訓示）

中部方面混成団（巡閲）

大津駐屯地業務隊（隊内巡視） 自衛隊阪神病院（院内巡視）

第４施設団（駆け足）

中部方面混成団（駆け足）

第３３普通科連隊（徒歩行進）

第４６普通科連隊（人文字「５０周年」）

２０２０年１月３１日発刊号 中部方面隊広報紙



（３）

中
部
方
面
隊
内
の
各

駐
屯
地
は
、
今
年
成
人

を
迎
え
る
隊
員
の
祝
賀

行
事
を
行
っ
た
。

各
駐
屯
地
は
、
そ
れ

ぞ
れ
の
地
域
や
所
在
部

隊
の
特
性
に
応
じ
て
趣

向
を
凝
ら
し
た
行
事
等

を
行
い
、
新
成
人
を
祝

福
し
た
。

新
成
人
達
は
、
二
十

歳
を
迎
え
、
社
会
人
と

し
て
、
自
衛
官
と
し
て

の
志
を
新
た
に
し
た
。

成
人
祝
賀
行
事

中
部
方
面
隊

音
楽
ま
つ
り

若さ溢れる圧巻の演技で魅了 清風高等学校新体操部

優秀隊員表彰式及び招待行事

中
部
方
面
隊
（
総
監

野
澤
陸
将
）
は
、
１
月
11

日
（
土
）
・
12
日
（
日
）

優
秀
隊
員
表
彰
式
及
び
招

待
行
事
を
実
施
し
た
。

本
表
彰
式
に
は
、
さ
ま

ざ
ま
な
分
野
で
顕
著
な
功

績
を
挙
げ
た
優
秀
隊
員
23

名
（
自
衛
官
19
名
、
防
衛

技
官
１
名
、
即
応
予
備
自

衛
官
２
名
、
予
備
自
衛
官

１
名
）
と
そ
の
ご
家
族
が

招
待
さ
れ
た
。

優
秀
隊
員
及
び
そ
の
ご

家
族
に
顕
彰
状
の
授
与
、

祝
賀
会
食
、
音
楽
ま
つ
り

鑑
賞
及
び
ヘ
リ
体
験
搭
乗

を
行
い
、
そ
の
功
績
を
顕

彰
し
て
隊
員
家
族
の
労
を

ね
ぎ
ら
い
、
隊
員
の
士
気

高
揚
に
寄
与
し
た
。

中
部
方
面
隊
（
総
監

野
澤
陸

将
）
は
、
１
月
12
日
（
日
）
兵
庫

県
立
芸
術
文
化
セ
ン
タ
ー
（
兵
庫

県
西
宮
市
）
に
お
い
て
、
中
部
方

面
隊
音
楽
ま
つ
り
を
開
催
し
た
。

今
年
は
テ
ー
マ
を
『B

e
au
ti
f
u
l
 

Harmony

』
と
し
、
中
部
方
面
音
楽

隊
（
隊
長

柴
田
３
佐
）
を
は
じ

め
、
中
部
方
面
隊
区
内
の
各
師
・

旅
団
の
音
楽
隊
、
各
駐
屯
地
か
ら

10
個
の
自
衛
太
鼓
が
参
加
し
、
ゲ

ス
ト
に
清
風
高
等
学
校
新
体
操
部

を
迎
え
、
総
勢
約
３
０
０
名
の
出

演
者
に
よ
る
音
楽
パ
フ
ォ
ー
マ
ン

ス
を
披
露
し
た
。

芸
術
文
化
セ
ン
タ
ー

中
部
方
面
音
楽
隊

大迫力の自衛太鼓の演舞

約６，９００人の聴衆を魅了

ひょうちん・マモルくんも来場 「千本桜」を歌って踊って演奏した！ 伊丹駐屯地選抜らっぱ隊の吹奏

記念撮影

功
績
を
称
え

23
名
を
表
彰

各駐屯地で新成人を祝福 成人としての抱負を誓う

大縄跳び２０回（伊丹駐屯地）

萬福寺座禅体験（宇治駐屯地） 化学防護車綱引き（守山駐屯地） 裏千家茶道体験（八尾駐屯地）

短SAM・FH70綱引き（松山駐屯地）

フィナーレは全音楽隊・出演者で「パプリカ」

２０２０年１月３１日発刊号 中部方面隊広報紙



和
歌
山
駐
屯
地
は
、
県
内
に
所
在
す

る
唯
一
の
駐
屯
地
で
あ
り
、
駐
屯
地
業

務
隊
が
所
在
し
て
い
な
い
た
め
、
第
３

０
４
水
際
障
害
中
隊
が
窓
口
と
な
っ
て
、

和
歌
山
県
自
衛
隊
家
族
会
及
び
和
歌
山

県
隊
友
会
と
連
携
し
た
家
族
支
援
施
策

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

平
成
29
年
以
降
、
家
族
会
及
び
隊
友

会
の
総
会
、
理
事
会
等
に
担
当
者
が
継

続
し
て
参
加
し
、
相
互
の
信
頼
関
係
を

構
築
し
つ
つ
調
整
等
を
積
み
重
ね
る
こ

と
で
、
平
成
31
年
３
月
９
日
（
土
）
に

は
念
願
の
「
隊
員
家
族
の
支
援
に
対
す

る
協
力
に
関
す
る
協
定
」
を
３
者
間
で

締
結
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
こ
れ

に
よ
り
、
家
族
会
及
び
隊
友
会
会
員
の

ご
協
力
の
下
、
大
規
模
災
害
の
発
生
時

に
緊
急
出
動
す
る
隊
員
に
代
わ
っ
て
、

残
さ
れ
た
和
歌
山
県
在
住
の
隊
員
家
族

の
安
否
確
認
等
が
ス
ム
ー
ズ
に
行
わ
れ
、

隊
員
が
後
顧
の
憂
い
な
く
災
害
派
遣
活

動
に
従
事
で
き
る
体
制
と
な
り
ま
し
た
。

今
後
は
、
駐
屯
地
サ
マ
ー
フ
ェ
ス
タ
、

年
忘
れ
行
事
等
に
併
せ
て
、
家
族
支
援

を
要
望
す
る
隊
員
と
家
族
会
及
び
隊
友

会
会
員
と
の
顔
合
わ
せ
を
実
施
し
て
、

平
素
か
ら
家
族
支
援
に
対
す
る
協
力
の

実
効
性
向
上
及
び
更
な
る
関
係
強
化
に

努
め
て
い
く
所
存
で
す
。

ふ ぁ み さ ぽ 通 信 （連載：第38回）

第
３
０
４
水
際
障
害
中
隊

第
13
特
科
隊
第
１
中
隊
長
を
拝
命
し
、
１

年
半
が
過
ぎ
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
の
間
、
初

め
て
の
指
揮
官
で
も
あ
り
「
自
問
自
答
」
の

日
々
を
送
っ
て
い
る
中
で
の
一
端
を
紹
介
し

た
い
と
思
い
ま
す
。

あ
る
中
隊
訓
練
の
中
で
「
偽
装
、
分
散
、

工
事
、
警
戒
、
基
礎
動
作
は
全
隊
員
し
っ
か

り
や
っ
て
い
こ
う
！
」
と
言
い
ま
し
た
。
２

任
期
満
了
退
職
を
目
前
に
控
え
て
い
た
陸
士

隊
員
も
基
礎
動
作
を
陸
曹
の
指
導
を
受
け
な

が
ら
し
っ
か
り
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま

し
た
。
ふ
と
、
彼
ら
が
会
社
に
就
職
し
た
時

に
戦
闘
行
動
の
基
礎
動
作
が
何
か
役
に
立
つ

こ
と
は
あ
る
の
か
な
？
と
「
自
問
自
答
」
し

ま
し
た
。

会
社
で
は
、
戦
闘
行
動
を
し
な
い
の
で
直

接
、
役
に
立
つ
こ
と
も
な
け
れ
ば
、
就
職
先

に
お
い
て
、
戦
闘
行
動
の
基
礎
動
作
が
で
き

る
隊
員
が
そ
れ
を
発
揮
す
る
場
面
も
あ
り
ま

せ
ん
（
警
備
員
等
、
活
用
で
き
る
職
も
一
部

あ
り
ま
す
が
）
。
基
礎
動
作
は
、
生
き
残
っ

て
任
務
を
継
続
す
る
た
め
、
戦
闘
行
動
す
る

場
合
の
「
躾
」
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。
こ
の

「
躾
」
は
、
自
衛
隊
で
あ
れ
ば
、
入
隊
当
初

か
ら
教
育
さ
れ
、
で
き
な
け
れ
ば
教
官
、
上

司
・
先
輩
が
で
き
る
ま
で
厳
し
く
指
導
を
し

て
く
れ
ま
す
。

で
は
、
社
会
人
と
し
て
の
「
躾
」
と
は
何

だ
ろ
う
？
と
再
び
「
自
問
自
答
」
し
ま
し
た
。

礼
儀
、
挨
拶
、
言
葉
使
い
、
食
事
の
取
り

方
、
服
装
の
身
だ
し
な
み
、
電
話
の
取
り
方

第１３特科隊
第１中隊長

（日本原駐屯地）
３佐 長嶋 優知

大
久
保
駐
屯
地
は
、
中

部
方
面
隊
は
も
と
よ
り
、

全
国
で
最
も
多
く
の
施
設

科
隊
員
を
有
す
る
駐
屯
地

で
す
。

ま
た
、
歴
史
的
な
観
光

名
所
の
宇
治
平
等
院
鳳
凰

堂
、
伏
見
稲
荷
か
ら
も
近

総監部付隊
（伊丹駐屯地）
３曹 柿本 真由

隊員家族の支援に関する調印式

人気メニュー「もつ鍋」

（４）

「
自
問
自
答
」

「大久保駐屯地」

私
は
、
平
成
26
年
３
月
に
自
衛
官
候
補
生

と
し
て
入
隊
し
、
会
計
隊
を
経
て
、
現
在
は

中
部
方
面
総
監
部
付
隊
で
総
監
部
会
計
課
に

配
置
さ
れ
て
勤
務
し
て
い
ま
す
。

会
計
科
職
種
は
、
金
銭
を
扱
う
職
務
で
あ

る
た
め
異
動
が
頻
繁
に
あ
り
、
私
自
身
も
陸

曹
昇
任
後
す
ぐ
に
守
山
駐
屯
地
か
ら
伊
丹
駐

屯
地
に
転
入
し
ま
し
た
。
業
務
内
容
が
一
変

し
た
た
め
、
転
入
直
後
は
遮
二
無
二
模
索
す

隊友会と連携した安否確認訓練

等
、
色
々
あ
る
と
思
い
ま
す
が
、
退
職
を
控

え
た
陸
士
隊
員
は
し
っ
か
り
で
き
て
い
る
の

だ
ろ
う
か
と
不
安
に
な
り
ま
し
た
。

先
述
の
よ
う
に
、
戦
闘
行
動
の
「
躾
」
は

で
き
な
け
れ
ば
指
導
し
て
も
ら
え
ま
す
が
、

就
職
先
で
は
ど
う
で
し
ょ
う
か
。
自
衛
隊
し

か
知
ら
な
い
隊
員
、
特
に
高
校
を
卒
業
し
直

ぐ
に
入
隊
し
て
任
期
満
了
を
迎
え
る
隊
員
が
、

就
職
を
し
た
ら
社
会
人
の
基
礎
動
作
（
社
会

の
常
識
）
と
い
う
「
躾
」
が
分
か
ら
な
く
て

困
る
の
で
は
な
い
か
と
心
配
に
な
り
ま
し
た
。

私
自
身
も
10
数
年
後
に
は
自
衛
隊
を
退
職

し
、
就
職
を
す
る
の
は
色
々
と
心
配
で
す
。

自
衛
隊
し
か
知
ら
な
い
自
分
に
と
っ
て
社
会

人
と
し
て
の
「
躾
」
を
直
接
指
導
し
て
く
れ

る
の
は
妻
だ
け
だ
か
ら
で
す
。
社
会
人
の
基

礎
動
作
（
社
会
の
常
識
）
が
で
き
て
い
る
の

か
ど
う
か
「
自
問
自
答
」
、
日
々
勉
強
の
毎

日
で
あ
り
ま
す
。

い
駐
屯
地
で
す
。

今
回
は
駐
屯
地
自
慢
の
メ
ニ
ュ
ー
と
し
て
、
『
も
つ
鍋
』

を
紹
介
し
ま
す
。

も
つ
鍋
は
、
令
和
元
年
度
部
隊
希
望
献
立
調
査
に
お
い
て
、

２
個
部
隊
が
第
１
位
に
挙
げ
た
人
気
メ
ニ
ュ
ー
で
す
。
寒
い

季
節
に
、
体
が
温
ま
る
こ
と
間
違
い
な
し
。
し
ょ
う
ゆ
味
を

ベ
ー
ス
と
し
た
汁
に
プ
ル
プ
ル
と
し
た
モ
ツ
の
脂
を
味
わ
い

な
が
ら
、
一
緒
に
キ
ャ
ベ
ツ
、
ニ
ラ
、
人
参
等
の
野
菜
を
た

く
さ
ん
摂
る
こ
と
が
で
き
る
お
勧
め
献
立
で
す
。

大
久
保
駐
屯
地
で
は
、
も
つ
鍋
以
外
に
も
地
元
の
京
野
菜

や
四
季
折
々
の
素
材
を
使
っ
た
「
京
の
お
ば
ん
ざ
い
」
も
提

供
し
て
い
ま
す
。
当
駐
屯
地
に
お
立
ち
寄
り
の
際
は
、
ぜ
ひ

と
も
ご
賞
味
く
だ
さ
い
。
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

る
日
々
で
し
た
が
、
上
官
や

先
輩
に
恵
ま
れ
て
任
務
に
邁

進
す
る
こ
と
が
で
き
て
い
ま

す
。
ま
た
、
か
ね
て
か
ら
希

望
し
て
い
た
「
大
型
装
輪
操

縦
」
の
特
技
を
取
得
す
る
機

会
と
し
て
、
昨
年
11
月
か
ら

自
動
車
教
習
所
に
入
校
す
る

こ
と
も
で
き
ま
し
た
。
職
場

の
協
力
を
い
た
だ
き
、
業
務

と
両
立
さ
せ
な
が
ら
日
々
練

成
を
し
て
い
ま
す
。

夫
と
は
、
駐
屯
地
が
離
れ

て
い
る
た
め
、
一
緒
に
過
ご

せ
る
の
は
月
に
一
回
程
度
に

限
ら
れ
ま
す
が
、
仕
事
や
親

の
介
護
等
に
理
解
し
て
支
え

て
く
れ
て
い
ま
す
。

い
つ
も
助
け
、
励
ま
し
て

く
だ
さ
る
周
囲
の
方
々
に
恩

を
返
す
た
め
に
も
、
今
後
も

精
進
し
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。
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